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文部科学省地域イノベーション・エコシステム 採択実績 2

平成28年度採択機関等

平成29年度採択機関等

平成29年度地域イノベーション・エコシステム形成プログラムについて

●概要：地域の成長に貢献しようとする地域大学に事業プロデュースチームを創設し、地域の競争力の源泉（コア技術等）を核に、地域内
外の人材や技術を取り込み、グローバル展開が可能な事業化計画を策定。社会的インパクトが大きく、地域の成長とともに国富の増大に
資する事業化プロジェクトを推進する。これらの活動により、日本型イノベーション・エコシステムの形成と地方創生を実現する。

●期間：平成29年度～平成33年度（5か年）
●補助金額：年間1～1.4億円（5か年総計：7億円上限）
●採択数：10件（平成29年度）

大学等 自治体 拠点計画のテーマ名
1 一般社団法人 つくばグローバル・イノベーション推進機構 茨城県 つくばイノベーション・エコシステムの構築（医療・先進技術シーズを用いた超スマート社会の創成事業）
2 国立大学法人 静岡大学 浜松市 光の尖端都市「浜松」が創成するメディカルフォトニクスの新技術
3 国立大学法人 九州大学 福岡県 九州大学の研究成果を技術コアとした有機光デバイスシステムバレーの創成
4 国立大学法人 九州工業大学 北九州市 IoTによるアクティブシニア活躍都市基盤開発事業

大学等 自治体 拠点計画のテーマ名
1 国立大学法人 東京工業大学 川崎市 ＩＴ創薬技術と化学合成技術の融合による革新的な中分子創薬フローの事業化
2 国立大学法人 福井大学 福井県 ワンチップ光制御デバイスによる革新的オプト産業の創出
3 国立大学法人 山梨大学 山梨県 水素社会に向けた「やまなし燃料電池バレー」の創成
4 国立大学法人 信州大学 長野県 革新的無機結晶材料技術の産業実装による信州型地域イノベーション・エコシステム
5 国立大学法人 三重大学 三重県 地域創生を本気で具現化するための応用展開「深紫外ＬＥＤで創生される産業連鎖プロジェクト」
6 国立大学法人 神戸大学 神戸市 バイオ経済を加速する革新技術：ゲノム編集・合成技術の事業化
7 国立大学法人 山口大学 山口県 革新的コア医療技術に基づく潜在的アンメット・メディカル・ニーズ市場の開拓および創造
8 国立大学法人 香川大学 香川県 かがわイノベーション・希少糖による糖資源開発プロジェクト
9 国立大学法人 愛媛大学 愛媛県 『えひめ水産イノベーション・エコシステムの構築』～水産養殖王国愛媛発、「スマ」をモデルとした新養殖産業創出と養殖産業の構造改革～

10 国立大学法人 熊本大学 熊本県 有用植物×創薬システムインテグレーション拠点推進事業

*三重大学は、本年度41件の提案の中から採択された。



地域創生を本気で具現化するための応用展開

「深紫外LEDで創生される産業連鎖プロジェクト」

南部に農林水産業、北部に電機産業などの製造拠点が集積する三重県において、三重大学が持つ「深紫外LED」などの飛躍的な製造コス
ト良化を実現可能とする基板技術の産業振興を、大手LEDメーカーおよび地域アプリケーションメーカーと連携して進めることにより、地域関
連産業の育成と、深紫外LEDの農業・水産業への普及により、地域創生を推進する。

目的

コア技術

事業化
プロジェクト

深紫外線は殺菌・浄化、計測・分析、材料固化など、多様な産業用途に用いられるが、その光源は水銀灯などの放電ランプで実現している
ものの、エネルギー消費量が大きい、寿命が短い、小型化が難しいなどの課題があった。本邦研究機関などは深紫外LED製造の研究開発
を進めてきており、世界の研究をリードしているが、未だ深紫外LEDの製造コストが高く、また、高出力化が課題となっていた。本学の三宅教
授は、この製造コストおよび品質の課題を解決するアニールによるAIN膜の結晶精度を改善する技術を開発した。

背景

ユーザーの意見を吸い上げアプリケーション開発を行う
ステークホルダーネットワーク（コンソーシアム化を想定）

Annealing
基板製造企業

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰ
ﾎﾞｰﾄﾞ(研究)

三重県
工業研究所
農業研究所
水産研究所

★東紀州サテライト

★伊勢志摩
サテライト

★伊賀サテライト

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰ
ﾎﾞｰﾄﾞ(研究)

事業プロデュース
チーム

大手
LEDデバイス

LEDモジュール

メーカー 三宅研究室

深紫外LEDおよびアプリケーション共同開発

LEDｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
ﾒｰｶｰ&ﾍﾞﾝﾀﾞｰ
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LEDｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
ユーザー （一次産業）

LEDｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
ユーザー （一次産業）

LEDｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
ﾒｰｶｰ&ﾍﾞﾝﾀﾞｰ

行政支援

行政支援

★北勢サテライト

卓越型リサーチセンターがサテライトを利
用し、各地域のニーズを踏まえた研究を行
う。

基板開発協力

アプリケーション
開発協力

アプリケーション
開発協力

1. 三重県南部地域の一次産業の活性化に資する製品
（水産[陸上]養殖・農業ハウス栽培向けの殺菌用深紫
外LED）を県北部の二次産業集積地域で生産する好循
環をつくる。

2. 上記1の活動を国内でも屈指の規模と多様性を持つ三
重県南部地域のフィールドにおいて大手LEDメーカーと
協力して､実証・普及のためのユーザーサイドでのニー
ズ調査を行う。

3. 上記1と2の活動は、三重大学が進める「サテライト構
想」および「卓越型リサーチセンター」に活動フィールド
を提供することにも繋がる。

4. 深紫外LED関連ビジネスの大学発ベンチャーを設立し、
事業化を、地域と共に大学が自ら推進する。

事業化全体スケジュール案 アプリケーション開発イメージ

拠点概要



深紫外LEDおよび、その量産に資する「三宅方式」技術のフォーカス領域

紫外線LEDは、期待される用途は多いが、特に短波長の深紫外線LED
（315nm以下、UV-C,UV-B）は、短い波長の高い光エネルギーで生物の
DNAを破壊するため、人体に有害な薬品等を利用せずに、水や大気の殺
菌など農水分野で応用が期待される。その他、紫外線吸収を応用した
樹脂効果・検査・計測・分析、皮膚治療などへの応用も提案されている。

深紫外LEDは、農水・医療などの広い応用分野を持つため、
青色LEDの次を担う有望な素子で、量産化すべき重要技術

期待されるアプリケーション領域

「三宅方式」は、深紫外LED量産に欠かせない高出力・高歩留り
の基板を、飛躍的低コストで量産する画期的な技術

深紫外LEDのメリット 小型化、高出力化、ピンポイント波長調整、長寿命・省エネ

深紫外LEDの実現には、LEDの発光材料にAlGaNを用いる必要があり、
下地基板との間にAlN膜を緩衝層として用いることで達成できる。ただし、
現状の技術ではコストや結晶精度の課題がある。三宅方式により基板
が青色LEDレベルの低コストで作製可能になることで、深紫外LEDの量
産が実現する。

深紫外LEDはコスト、出力に課題

青色LEDの基板 深紫外LEDｱﾌﾟﾛｰﾁ

「三宅方式」による深紫外LED適用基板ｱﾌﾟﾛｰﾁ

AlN膜の結晶性
が悪いため、
・歩留が低い
・低出力

三宅方式

AlN膜を三宅方式のアニールにより､
・高出力

・歩留りが高い

M
O

C
V
D
法
で
成
長

従来法

アニール

結晶性が
よいため、

発
想
の
転
換

GaNは
深紫外光を
吸収する
⇒不適

水の浄化	

[想定用途]	
植物工場	
食品加工工場	
陸上養殖　など	

空気の浄化	

[想定用途]	
病院	
介護施設	
図書館　など	

紫外線滅菌	

[想定用途]	
歯ブラシケース	
スリッパラック	
哺乳瓶・食器　など	

分析、計測	

[想定用途]	
DNA・RNA	純度・濃度測定	
水質・大気汚染物質計測	
　　　　　　　　　　　　　　など	

医療	

[想定用途]	
病室・手術室の紫外線殺菌	
医療機器への応用	
(皮膚病治療機器、	
透析用監視装置…)　など	

深紫外-LED光線
(主な波長帯；210〜350nm)

<特徴>
長寿命・低消費電力
波長の選択範囲が広い

光学設計容易性が高い・小型
環境負荷低い

光の放射方向に熱が出ない

樹脂硬化・接着・印刷	

[想定用途]	
フォトリソグラフィ	
液晶パネルの貼り合わせ	
インクジェットプリンターの	
インク乾燥　など	

スパッタ法
で膜形成

っっｃ っっｃ

っっｃ
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本コア技術（三宅方式）とその優位性

下地基板

サファイア

本コア技術（三宅方式）の手法

①ヘテロ結晶成長法の中でも
低コストのスパッタ法によって
サファイア下地基板上にAlN膜
を形成

②Face-to-Face法アニールに
よって熱処理

アニール条件
窒素ガス，1700oC, 1-3時間

AlN膜の欠陥が減少

③原子の再配列により,
結晶粒が合体→欠陥が減少し、
結晶品質が改善

結晶欠陥が多い

上記手法は、JST外国特許出願支援を受け、PCT（PCT/JP2016/076622）、台湾（105129409）、中国へ出願済。

下地基板

サファイア

スパッタ法にて
AlN膜形成

MOCVD法にて
AlN膜形成

アニールにてAlN膜の
結晶品質を改善

AlGaN層の積層
（良質なAlGaN層）

AlGaN層の積層
（低品質）

低コストで
高品質な
深紫外LED

三宅方式採用の深紫外LED

競合技術による深紫外LED

高コストで
低品質な
深紫外LED

AlN膜

下地基板

サファイア

AlN膜

下地基板

サファイア

AlN膜

下地基板

サファイア

AlN膜

下地基板

サファイア

AlN膜

下地基板

サファイア

AlN膜

下地基板

サファイア

AlN膜

下地基板

サファイア

AlN膜

AlGaN発光層

下地基板

サファイア

AlN膜

AlGaN発光層

下地基板

サファイア

AlN膜

下地基板

サファイア

（AlN-on-サファイア基板）

5

内部量子効率
70～80%

内部量子効率
10～20%

AlN膜を
アニール処理
することで

内部量子効率
を70～80%まで

増大



三宅方式と競合技術との比較 6

スパッタ法

アニール

MOCVD法

HVPE法

・低出力
・低生産性

・高出力
・高生産性
を実現可能！

・高出力
・高価格

・高出力 ・低コスト
・高歩留り ・高生産性

・低出力 ・高コスト
・低歩留り ・低生産性

・高出力 ・高コスト
・歩留り？ ・低生産性

AlN基板

・低結晶品質

・高結晶品質

アニール

MOCVD法

競合技術との比較

三宅方式と協働しての可能性

《汎用型の深紫外LED》

高出力
高周波デバイス

・高出力
・高生産性

アニール

基板製造プロセスへ三宅方式のアニー
ルを追加することによって、AlNの結晶
品質が改善される（基板の高品質化）。
つまり、デバイスの高歩留り化や高出力
化が可能になるため、既存技術の開発
機関はコラボレーターとなり得る。

【
三
宅
方
式
】

【アニール条件】
・窒素ガス雰囲気
・1,700℃、1～3時間

・高結晶品質

深紫外LEDウエハとチップ

サファイア上
AlN基板

サファイア上
AlN基板

AlN単結晶
基板

深紫外LED

【既
存
技
術
】

【既
存
技
術
】

AlN単結晶基板を用いたデバイス

サファイア上AlN基板を用いた深紫外LED

AlN単結晶基板は、高価格・高品質
なため、 深紫外LEDではなく、衛星
通信や非接触充電等、特殊用途へ
の研究開発が進むと考えられる。

窒化アルミニウム（AlN）基板の製造方法は大きく分けて、サファイア下地基板上にAlNを結晶成長させるヘテロ結晶成長法と、AlN下地基板上にAlNを結晶成
長させるホモ結晶成長法の2つがある。三宅方式は、ヘテロ結晶成長法の中でも、安価な装置を用いて簡便にかつ高品質なAlN基板を製造可能なため、深
紫外LEDの基板製造方法としては、他の製造方法よりも、コスト・品質・生産性の面で優れている。



本事業でまず明確にすること： 深紫外LED製造における三宅方式アニールの価値 7

三宅方式は、スパッタ法とアニールからなり、これまでの各機関との共同研究によって、三宅方式のアニールにより焼き直したAlN基板を用いた深紫外LEDの
性能は従来のものと同等の値を有することが明らかになりつつある。本事業では、基板製造の違いが深紫外LEDに及ぼす性能差を明らかにし、技術の事業
化の可能性を具体化していく。

スパッタ法 アニール

MOCVD法

【三
宅
方
式
】

深紫外LED

【MO
C
V
D

法
】

・装置：0.5億円
・原料コスト：300円/ｇ
・プロセス時間：5分
・製造枚数：2インチ・20枚/回

・装置：2億円
・原料コスト：3,500円/ｇ
・製造枚数：2インチ・3枚/回
＊AlN膜の製造用に作られた
高温仕様MOCVD装置（研究用）

AlN基板

・装置：0.2億円
・窒素ガス雰囲気、1,700℃
・プロセス時間：1～3時間
・製造枚数：2インチ・100枚/回

5時間

【MO
C
V
D

法+

ア
ニ
ー
ル
】

1時間

・MOCVD法による
複雑な結晶成長条件
・プロセス時間：5時間

本事業では、【三宅方式】と【MOCVD法＋アニー
ル】で製造したAIN膜にAlGaN層を積層した深紫
外LEDの性能差を明確にし、深紫外LEDの量産
化に資する技術の研究開発を推進していく。

<
≒

アニール 1時間

プロセス時間

5分

結晶欠陥の数
「1」とすると、

結晶欠陥
4～6

結晶欠陥
1/2～1/3

結晶欠陥
1/5

結晶欠陥
1/6

プロセス時間

10-60分

AlN膜形成

＜ケース②＞
【三宅方式】が【MOCVD法＋アニール】の
性能と同等以上の場合

【三宅方式】によるAlN基板の製造技術の
普及を推進させる。

深紫外LEDの性能差により、下記の展開が考えられる。

【三宅方式】
【MOCVD法
＋アニール】

=

熱処理

AlN基板製造プロセスの違い

本
事
業
対
象
の
研
究
開
発
領
域

本
事
業
対
象
外

性能差と研究開発の方向性

量産化に向けた研究開発

け

＜ケース①＞
【三宅方式】が【MOCVD法＋アニール】
の性能に達しない場合

【三宅方式】を汎用品（廉価な深紫外
LED）製造法として、【MOCVD法＋ア
ニール】を高性能深紫外LED製造法とし
て展開させる。

【三宅方式】
【MOCVD法
＋アニール】

<
青
色L

E
D

の
製
造
ラ
イ
ン
に
載
せ
て

深
紫
外L

E
D

チ
ッ
プ
の
製
造
が
可
能



「窒化物半導体の結晶成長における高品質化技術」の三重県への応用分野

三宅研究室のコア技術を利用して高精度基板を作成することにより、深紫外LEDや高周波IC等の量産が現実的になる可能性が高い。また、それらのデバイスを活用した
アプリケーション開発を行うことにより、三重県の産業振興に資する展開が期待される。本事業ではFS調査や製品化テストを促す施策等を通じて、その実現を加速させる。

コアとなる
AlN膜の技術

1650～1700℃
N2ガス

サファイア

AlN

サファイア

AlN

加熱炉

世界一の結晶精度

ウエハ作製 深紫外LED
の製造

・殺菌
・照明など

LEDメーカー

深紫外LED産業の
イノベーション

河川、海の浄化

深紫外LEDを起点と
した産業連鎖

伊勢志摩サテライト

東紀州サテライト

伊賀サテライト

北勢サテライト

農林水産業への
応用展開

組込み
製品開発

深紫外LEDの製造

医療・食品産業
への応用展開

輸送機器産業

製造技術への
応用展開

交通・運輸空調

植物工場

カキ養殖分野

医薬・食品工場

本事業における三宅方式」の実用化展開

三重から世界へ

コーディネート・FS調査

8



三宅技術
（本ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）

「三宅方式」による深紫外LED量産化に向けた事業化コンセプト

現状：深紫外領域におけるLED化のニーズは高いが、コスト高で量産化が出来ていないのが世界的な状況。

国内
企業

+
大学

「三宅方式」の登場で、量産水準の低コスト化が可能に！ その実現スピード向上と、国内連携（状況次第）により、海外勢に対し有利なポジション確保。

研究団体A

MOCVD

Annealing

Sputtering

Annealing

M

協力する
選択肢も
あり

低価格化の壁

LEDメーカー
（ﾃﾞﾊﾞｲｽ/ﾓｼﾞｭｰﾙ）

本事業による
テスト基板提供

↓
テストサイクル
早期化
↓

量産化実現

スパッタ法 三宅アニール技術

アプリケーション
メーカー&ベンダー

深紫外LED低価格化の風

アプリケーションの森
（地域の産業活性化）

深紫外LED量産
↓

代替製品開発
新分野製品開発

↑
本事業FS調査
情報の提供

*イメージです。

三重大学
事業チームの
基本的な考え方

現状認識を三宅方式が変える！

「三宅方式」は

コロンブスの卵
である！

産業化を速やかに
実現しやすい技術

世界
戦略

国内
戦略

戦略方向性

PCT出願による海外勢誘導
↳大学は論文引用へ
↳企業は特許料支払いへ

「コロンブスの卵」の美味し
いところを他国のものにさ
せない。

具体施策（例）

海外研究との連携
・JST日中
・ヨーロッパHorizon2020

速やかに量産化推進
・テスト基板提供とFB循環
・国内他研究と連携

深紫外LED
低価格化の
風を吹かす！

本事業コンセプト
展開イメージ

三重県のフィールドが
「アプリケーションの森」を育成

日本国内のLEDメーカーとアプリケーションメーカー双方の
開発を、三重県のフィールドを使って、三重大学が繋ぐ

海外メーカーの追従を許さない開発スピードを実現する

9



深紫外LED量産化・アプリ開発促進事業枠組み（二つの循環サイクル）

事業プロデュースチームが中心となり、ステークホルダーが下図のように連携し、「深紫外LED量産化推進」および､「深紫外LEDアプリ開発促進」という2つの
エコシステムを構築する。そのネットワーク強化および､市場・FS調査等による戦略策定支援には､中部経済連合会とコンサルファーム､三重TLOが協力する。

事業プロデュースチーム
（三重大学地域戦略センター）

企業間
ﾈｯﾄﾜｰｸ構築ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ

展開
市場・FS
調査

コンサルティングファーム
三重TLO

Annealing
地域企業

LEDアプリケーション
メーカー＆ベンダー

テスト基板
提供

テスト結果
FB

深紫外LED
量産化促進
エコシステム

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰ
ﾎﾞｰﾄﾞ(研究)

三宅
研究室

試験用基板
研究・製造チーム

共同研究
技術協力

試作提供

深紫外LED
アプリ開発促進
エコシステム

深紫外LED市場
リード

地域産業
貢献

・植物工場

・水産養殖

・食品加工工場

・医療

など

・青色LED

ﾗｲﾝ活用

・用途開発

・代替用途

など

事業推進・情報連携 用途開発

三重県
工業研究所
農業研究所
水産研究所

協同
推進

行政・技術支援

研究団体A

Annealing協力
（オプション）

事業推進
各協力者
役割

（申請者）

三重大学

事業プロデュースチーム・・本事業の司令塔

ベンチャー企業経営経験のある社会連携担当副学長を筆頭に、
複数のコンサルティングおよび企業経営経験者、工学・医学・生
物資源学系博士、知財専門家などで組織し、事業全体を推進。

三宅研究室・・研究主体
試験基板の研究、製造指導を実施。

アドバイザリーボード・・アプリケーション開発の研究支援

学内「卓越型リサーチセンター」のメンバーにて組成。本事業で
想定しているアプリケーション分野の研究者が、それぞれ地域企
業と共同開発を検討。

三重県庁
他

三重県、工業・農業・水産研究所・・共同申請者

県庁各部が行政的支援、各研究所が技術支援を中心に、本プロ
ジェクトを側面支援。

コンサルティングファーム・・市場およびFS調査、企業ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ

調査・分析のプロフェッショナルとして本事業に参画。戦略立案・
グローバルマーケティング担当と、ローカル（地域産業振興）と別
けて発注することも検討。

Annealing地域企業・・試験用基板製造協力
試験基板提供スピード向上のため協力を仰ぐとともに、大手LED
メーカーが発注に合理性を感じるレベルの企業としても育成。

三重大学事業プロデュースチームを
介した情報共有、共同開発推進

LEDﾃﾞﾊﾞｲｽ&ﾓｼﾞｭｰﾙ

メーカー

10

中部経済連合会

(PJT1) (PJT2)



プロジェクトを遂行する「スパイラル型R&D体制」と「アクセレーター方式」 11

研究成果の顕在化促進を実現するために、基礎研究を行う「Lab A（三宅研究室）」、開発研究を行う「Lab B（本事業で三重大学内に設置）」、連携企業での実用
化研究を行う「Lab C（製品化βサイト）」を同時に立ち上げ、連動させる「スパイラル型R&D体制」を構築する。この挑戦は、臨機応変に最大速度で地域イノベー
ション・エコシステムを遂行するためのモデル（アクセレーター方式）になると考えている。

Lab B
Lab C

●モジュール・システム製造

●ユーザーによるFS研究

深紫外LED素子製造、アプリケー
ション開発、FS研究と事業化

深紫外LED素子
の提供

深紫外LED
システム提供等

三宅研究室で
の基礎研究

連携企業による実用化研究

●深紫外LEDの試作

●アニール炉の製造

三重県
・工業研究所
・水産研究所
・農業研究所

・工学研究科
・地域イノベーション学研究科

・生物資源学研究科

フィード
バック

基板・深紫外LED製造のノウハウ蓄積

高出力化、高寿命化、歩留り改善、
製造コスト低減へ貢献

ノウハウ・データ
の蓄積

医療・民生品応用へ発展

水銀ランプの代替（殺菌・樹脂硬化等）

三重から世界へ!!!三重から世界へ!!! 商品化・事業化

Lab A
連携企業との開発研究・試作品開発

●深紫外LEDに
関する基礎研究

三重大学

＊本事業で設置

●モジュール・システム製造

●ユーザーによるFS研究

●LED素子製造

フィードバック

製品化βサイトとして三重地域を活用

成果の
提供

開発課題
の提示

●アニール炉製造

●深紫外LED試作コンソーシアムを形成

参画

参画

臨機応変に
最適な方法
で動かす

本事業で購入する設備「有機金属薄膜成長装置」
「薄膜X線解析装置」についても、Lab Bに設置



本事業のエコ・イノベーション潜在力・用途別市場成長 12

深紫外のグローバル市場の成長は、「殺菌・消毒」と「硬化（産業用）」が牽引する。殺菌・消毒では食品、空気、水への利用ニーズが大きく、世界でのLEDによる
水銀ランプからの代替が推進される。硬化（産業用）では、水銀ランプを使用した既存機器・設備のLEDによる代替が成長のドライバーとなる。

世界市場成長予測
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13.4

13.4

138 
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2015 2016 2017 2018 2019 2020

単位： 億円

成長ドライバ
年平均成長率
（2015-2020年）

2%

81%

33%

22%

11%

10%

26%

ネイル固化、紙幣選別等

殺菌・消毒

医療

日焼け・植物用照明

センシング

光触媒による 空気清浄

硬化（産業用）

アプリケーション

引用： LEDinside, 2017 UV LED vs UV LED Module Market Report

水銀使用規制、小型化、省
エネ化、応答性向上ニーズ
への対応

食品の保存・殺菌、空気浄
化・殺菌、水の殺菌・消毒の
用途への利用ニーズ拡大に
より世界市場が大きく成長。
技術障壁である低効率・低信
頼性が2017年以降LEDメー
カーによる技術開発が推進

2020年の水銀ランプ製造・輸

出入規制により、欧米、本邦
でのLED光源による代替・更
新需要が増加



本事業のエコ・イノベーション潜在力・LED仕様の市場成長 13

深紫外LEDの市場は今後大きく成長する予測である。既に紫外線硬化などの産業用途で使用されている紫外線波長315-400nmのUV-A領域が引き続き成長す

る。一方、紫外線波長100-280nm の殺菌等で試用されるUV-C領域の成長が今後は著しく増加する予測である。

世界市場成長予測

123 141

209
241

271
291

11
13

17

20

22
25

2

31

96

118

176

273

137

186

323

379

469

589

2015 2016 2017 2018 2019 2020

•深紫外LEDの応用製品が開発・登
場しつつあり市場へ浸透する

•デバイス出力を向上させる技術開
発が促進

•既存の深紫外水銀ランプの代替

•紫外LEDの応用製品の市場での
使用実績の蓄積が進むことにより
市場の成長が促進

•紫外LEDの価格低減
•既存紫外水銀ランプの代替

引用： LEDinside, 2017 UV LED vs UV LED Module Market Report

単位： 億円

151%

18%

19%

成長ドライバ
年平均成長率
（2015-2020年）LED仕様

UV-C
(100-280nm)

UV-B
(280-315nm)

UV-A
(315-400nm)

•既存紫外水銀ランプの代替



参考： 水・空気の長期市場成長予測 14

グローバル市場における深紫外LED市場は2020年以降も水と空気の殺菌・洗浄の巨大な市場の成長トレンドに合わせて成長できる潜在力があると想定される。

世界の水の洗浄市場成長予測

6.0 

12.3 

2016 2025

単位： 兆円

世界の空気の洗浄市場成長予測

1.4 

3.0 

2016 2025

単位： 兆円

8.4%

9.0%

引用： Transparency Market Research, Water Purifier Market - Global Industry Analysis, Size, Share, Growth, Trends, and Forecast 2017 – 2025
Global Air Purification Systems Market より作成

年平均成長率

年平均成長率



今後の予定 15

本事業では、地域イノベーション・エコシステムの創生に向け、市場調査や戦略立案、プロトタイプの実証に向けた準備作業を進めている。
本年12月には本事業の説明会を実施する予定である。

10月 11月 12月 1月 2月 3月

2017年 2018年

市場化テスト

コア技術開発／
量産化検討

説明会
四日市・
松坂

市場調査／
戦略策定

16

本日

1914
説明会
松坂

説明会
四日市

１２月１４日（木）午後；四日市会場 （プラトンホテル四日市）
１２月１９日（火）午後；松阪会場 （松阪市フレックスホテル）

説明会２時間程度 （参加費無料）
※説明会後、情報交換会あり （有料）

説明会の内容
エコシステム事業紹介、コア技術紹介、ターゲット市場、アプリケーション開発の方向性について説明予定

お問い合わせ先
E-mail：info.eco-sys@crc.mie-u.ac.jp
TEL：０５９－２３１－９８９９

説明会について



参考： なぜ深紫外LEDが注目されるのか？ 16

2017年8月16日に発効した水俣条約は、水銀のライフサイクル全体を規制し、世界各国が水銀の使用量や排出量を減らし、健康や環境へのリスク削減を推進し
ている。我が国においても水銀を含む製品の製造や輸出入が2020年までに原則禁止される。既存の紫外線光源となっている水銀ランプを代替技術として環境負
荷の低い高効率・長寿命な深紫外LEDの普及が望まれている。

深紫外LEDと水銀ランプの比較

深紫外LED 水銀ランプ

重金属の使用 なし 水銀（20 – 200mg）

寿命 10,000 – 50,000 時間 2,000 – 10,000時間

消費電力 小さい 大きい

点灯までのウオームアップ
時間

ほぼゼロ 10 - 20分間

ランプからの発熱 小さい 大きい

光波長の取出 単一波長を選択肢して取出
が可能

複数波長が混じって点灯

引用： LEDinside, 2017 UV LED vs UV LED Module Market Report



参考： 紫外LEDの応用製品マップ 17

紫外線は波長250nm帯域が殺菌・消毒に応用され、波長350nm帯域が樹脂固化に用いられている。

引用： LEDinside, 2017 UV LED vs UV LED Module Market Report

樹脂固化

殺菌・消毒

生物分解／
排水処理

センサー応用

光線療法

光触媒

半導体開発

人工透析量モニタリング



参考： 本事業の三重県産業への貢献可能性 18

本事業は、地域イノベーション・エコシステムの創生を一つの目的としているが、深紫外LED基盤技術の普及を通して、三重県産業への貢献や産業集積地を創出
することに貢献できる可能性が高い。牡蠣等の養殖業や地域の産業特性に本事業のコア技術は水・空気の殺菌・洗浄や産業応用に大きく貢献できると考えられ
るためである。

牡蠣の養殖（平成28年） 工業製品（産業別出荷額, 平成25年）

分類 魚種名 収穫量 全国順位

貝類 かき 3,600 t 7

引用： 平成27年7月三重県戦略企画部統計課 統計からみた「実はそれ、ぜんぶ
三重なんです！」 最新版

産業中分類
出荷額
（百万円）

全国
順位

シェア

製造業計 10,409,249 9 3.6 %

電子部品・デバイス・電子回路製造業 1,744,633 1 13.5 %

ゴム製品製造業 218,283 4 7.0 %

輸送用機械器具製造業 2,564,699 5 4.4 %

石油製品・石炭製品製造業 787,161 8 4.5 %

電気機械器具製造業 635,783 8 4.1 %

化学工業 1,297,311 9 4.7 %

非鉄金属製造業 380,569 9 4.3 %

養殖産業では殺菌水の生成など紫外線の使用
機会が大きい

電子部品・デバイス・電子回路製造工程では、樹脂の
硬化、接着で紫外線の使用機会が大きい

引用： 農林水産省 平成28年漁業・養殖業生産統計

平成20年12月 三重のカキ安心協議会 「カキの養殖ガイドラ
イン」

牡蠣の浄化プロセス
・殺菌海水で牡蠣を浄化する
・浄化時間は満水後18時間以上とする
・一定の換水量を保つこと

紫外線殺菌装置
カキの浄化はきれいな浄化海水を確保する必要がある。
このため紫外線殺菌装置により海水に紫外線をあてて

海水を殺菌する。紫外線を発生する紫外線ランプは通常
耐用時間が3,000時間前後といわれている。製品にもよ

るが、この程度使用するとランプは点いていても殺菌効
果は落ちてくるので、適切なランプ交換が必要。（「カキ
の養殖ガイドライン」より）



事業プロデュースチーム メンバー紹介 19

日本ユニシス㈱ビジネス・イノベーション・オフィスのマネー
ジャー、㈱環境経営戦略総研（現：㈱アイ・グリッド・ソリュー
ションズ）イノベーション部門管掌取締役を経て、平成23年

に三重大学へ入職。日本ユニシスでは、日本スポーツ振興
センターの「サッカーくじtoto」事業再構築の中核メンバーと
して、toto&BIGの商品企画・販売拡大等に尽力し、事業再

生を経験。環境経営戦略総研では、省エネ運用改善コンサ
ルティングサービスの商品企画等をリードし、約5,000店舗

に省エネソリューションを導入。また、当時のパナソニック
電工㈱と同社の資本提携において、締結を中心的に推進
した。三重大学入職後は、スマートキャンパス事業（省エネ
大賞経済産業大臣賞受賞）、ライフイノベーション特区事業
等を担当後、平成27年より地域戦略センターに配属され、

地域活性化事業等に従事。これらの経験から、事業企画
及びプロジェクトマネージメントを得意としている。

大学卒業後、国内大手企業および米国企業の研究員を経て、国立大学発ベン
チャーの第1号である㈱ジェネティックラボの立ち上げから経営までを経験。研

究開発、マーケティング、起業、企業経営まで幅広い知見と経験を有する。そ
の後、三重大学の教授、副学長（社会連携担当）に就任し、現在、三重県経営
戦略会議のメンバーや自治体のアドバイザー、企業の顧問等も務める。大学に
おける産学官連携活動、自治体における施策や事業の企画立案、実行に加え
企業活動支援にも多くの実績を有する。海外企業での経験を基に、地域産業
の海外展開支援についても豊富なノウハウを有する。以上より、リーダーシップ、
アントレプレナーシップ、事業計画、資本政策、マーケティング、知的財産戦略、
技術営業等に対して、グローカルに十分な資質・能力を有している。

プロデューサー
三重大学 副学長（社会連携担当）
地域戦略センター長
教授 西村 訓弘

ビジネスマッチング
三重大学 地域戦略センター
副センター長 黒岩 健一

研究分野は、半導体工学、結晶成長、オプトエレクトロニクス。戦略的国際共同
研究プログラム（SICORP）の日本-EUとの共同研究“Innovative Reliable Nitride
based Power Devices and Applications”で日本の代表を務める。JSTの同プログ
ラム日本-中国共同研究“Development of Nitride Semiconductor-based High
Power Ultraviolet Laser Diodes for Hazardous Substances Decomposition
Systems” （代表：名古屋大学 天野教授）については分担者として研究を推進。
加えて、JSTの戦略的創造研究推進進事業（CREST）研究領域「新たな光機能や

光物性の発現・利活用を基軸とする次世代フォトニクスの基盤技術」について
は「深紫外領域半導体レーザの実現と超高濃度不純物・分極半導体の研究」
（代表：名城大学 岩谷准教授）が採択され、名城大学と三重大学で連携して
研究を推進している。

中心研究者
三重大学 地域イノベーション学研究科長
教授 三宅 秀人

三重大学大学院工学研究科博士後期課程を
修了し、博士（工学）学位を取得。2005年から

現在まで三重大学において産学官金連携およ
び地域連携の推進等を担当し、地域内の産業
界のみならず市町に幅広いネットワークを有し
ている。㈱三重ティーエルオーとの連携により
学内研究者の技術シーズをとりまとめ、技術
移転にも携わる。また、日本ビジネスインキュ
ベーション協会認定のインキュベーションマ
ネージャーとして、三重大学地域イノベーショ
ン推進機構キャンパス・インキュベータの運営
およびベンチャー企業支援等を行い、起業を
はじめ事業展開等の支援実績を有する。

2007年大学院博士後期課程修了後、同年新エ

ネルギー・産業技術総合開発機構の産業技術
養成技術者（NEDOフェロー）として、三重大学

にて産学官連携および知財、技術移転活動に
従事。2010年からは三重大学知的財産統括室

助教として、知財、技術移転、研究、教育活動
に従事し現在に至る。知財、技術移転活動は、
分野に捉われず医学・バイオ・工学と幅広く経
験があり、研究成果の適切な保護方法の考案、
国内外への特許等の出願・中間処理対応、国
内外機関との契約交渉、さらに利益相反やリス
クマネジメントについても知識・経験が豊富であ
る。知財戦略の立案や戦略に応じた契約作成・
交渉を得意としており、学内の複数の大型プロ
ジェクト等の知財マネジメントを手掛けている。

コア技術・企業マッチング
三重大学 地域戦略センター
副センター長 加藤 貴也

規制・知財・リスクマネジメント
三重大学 知的財産統括室
助教 八神 寿徳


